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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

憲憲法法考考
④

日
時　

６
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

大
阪
市
西
部
・
東
部
・
南
部
地
区

洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
基
礎
編

日
時　

７
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

久
保
茂
正
氏
（
和
泉
市
開
業
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

明
日
か
ら
す
ぐ
で
き
る
歯
科
鍼
灸（
入
門
・
実
習
）

日
時　

７
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場　

 

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
阪
急
高
槻
市

駅
・
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
徒
歩
７
分
）

講
師　

 

宮
地
秀
彦
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
部
歯
学
科
助
教
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

三
島
地
区
講
習
会

保
存
修
復
に
お
け
る
接
着
性
レ
ジ
ン
系
材
料（
仮
）

日
時　

７
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
45
分
〜
７
時
15
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

田
辺
隆
氏
（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

歯
科
社
保

・
審
査
対
策
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

診
療
報
酬
学
習
会

保
団
連
の
診
療
報
酬
改
善
要
求
案
の
勘
所
と
レ
セ
プ

ト
審
査
の
現
状

日
時　

７
月
20
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
）

講
師　

歯
科
臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

定
員　

16
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す
。
実
習
は「
モ
リ
タ
」の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク

基
礎
編 日

時　

 

６
月
19
日
・
26
日
、
７
月
３
日
・
10
日
・
17
日
の
各

水
曜
日　

午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

井
川
博
幸
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

受
講
料　

２
万
５
千
円
（
全
５
回
初
回
時
一
括
払
い
）

持
ち
物　

電
卓
、
筆
記
用
具
、
受
講
料
（
初
回
時
）

※
参
加
者
に
は
要
綱
等
を
お
送
り
い
た
し
ま
す

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催　

簡
易
記
帳
講
座

記
帳
の
基
礎　

現
金
出
納
帳
か
ら
損
益
計
算
書
ま
で
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最
近
は
年
に
一
回
程
し
か

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

「
趣
味
は
？
」
と
聞
か
れ
れ

ば
「
釣
り
」
と
答
え
る
。
決

し
て
、
良
い
釣
り
具
や
高
い

知
識
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
が
私
は
釣
り
が
好
き

な
よ
う
だ
。

　

そ
も
そ
も
釣
り
が
好
き
に

な
っ
た
の
は
、
小
さ
い
頃
に

親
戚
の
叔
父
に
釣
り
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
あ
る
。
子
供
の

頃
、
夜
中
に
車
で
出
か
け
る

と
」
が
好
き
だ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
「
釣
り
」
も
好

き
で
は
あ
る
が
、
釣
り
の
最

中
に
本
を
読
ん
だ
り
、
お
菓

子
を
食
べ
た
り
、
昼
寝
を
す

る
私
の
「
釣
り
」
は
真
剣
に

釣
り
を
し
て
い
る
釣
り
師
か

ら
す
れ
ば
大
い
に
不
真
面
目

の
釣
り
で
あ
る
。
し
か
も
、

私
の
釣
り
の
バ
イ
ブ
ル
は
小

学
校
低
学
年
の
時
に
読
ん
だ

本
で
、
そ
の
本
に
は
魚
が
釣

れ
な
い
理
由
は
①
仕
掛
け
が

違
う
②
エ
サ
が
合
っ
て
い
な

い
③
タ
ナ
が
悪
い
④
そ
こ
に

魚
が
い
な
い
。
と
書
い
て
あ

っ
た
。
な
の
で
魚
が
釣
れ
な

い
時
は
い
つ
も
す
ぐ
に
、

「
そ
こ
に
魚
が
い
な
い
」
と

あ
き
ら
め
て
し
ま
う
こ
と
が

多
か
っ
た
。

　

し
か
し
最
近
は
「
そ
こ
に

魚
が
い
な
い
」
と
思
い
な
が

ら
も
あ
の
手
こ
の
手
と
考
え

な
が
ら
釣
っ
て
い
る
と
本
命

の
魚
を
釣
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
魚
を

釣
る
こ
と
も
好
き
だ
が
、
釣

る
ま
で
の
時
間
「
自
然
の
中

で
魚
と
真
剣
勝
負
を
し
て
い

る
時
間
」
が
好
き
に
な
っ

た
。
今
で
も
「
釣
り
に
行

く
」
時
は
必
ず
ど
こ
か
に
立

ち
寄
り
そ
の
土
地
の
物
を
食

べ
、
お
土
産
を
買
っ
た
り
す

る
。
ま
た
「
釣
り
」
を
す
る

と
き
は
釣
れ
な
く
て
も
そ
の

時
間
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り

や
っ
と
「
釣
り
に
行
く
」
こ

と
と
「
釣
り
」
が
同
じ
く
ら

い
好
き
に
な
っ
た
。

　

李
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
次
回
は
英
保
慎

也
先
生
（
旭
区
）
で
す
。

で
あ
っ
た
橋
下
暴
言
に
、
し

か
し
首
相
以
下
の
こ
う
し
た

系
譜
か
ら
批
判
の
言
は
出
て

こ
な
い
。
こ
う
し
て
安
倍
改

憲
路
線
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
は

も
と
よ
り
米
国
か
ら
さ
え
疑

心
を
抱
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　

こ
の
連
載
の
最
初
に
「
安

倍
改
憲
の
勢
い
が
と
ま
ら
な

い
」
と
書
い
た
が
、
多
少
訂

正
が
必
要
か
も
知
れ
な
い
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
や
ら
で
円

安
・
株
価
上
昇
が
進
ん
で
き

た
が
い
ま
や
乱
れ
始
め
、
改

憲
動
向
も
揺
れ
て
い
る
。
自

民
党
は
参
院
選
公
約
で
96
条

先
行
改
憲
の
旗
を
降
ろ
す
と

い
う
。
し
か
し
改
憲
計
画
が

重
要
公
約
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
勝
負
時
が
確

実
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

が
、
何
と
も
調
子
に
乗
り
す

ぎ
で
あ
ろ
う
。
改
憲
路
線
が

全
体
と
し
て
ハ
イ
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
「
好
事
魔
多
し
」
と

い
う
。
３
月
７
日
、
首
相
は

国
会
答
弁
で
「
東
京
裁
判
は

勝
者
の
断
罪
」
と
非
難
し
、

４
月
５
日
に
は
現
行
憲
法
を

「
占
領
憲
法
」
と
揶
揄
し
た

が
、
こ
う
し
た
言
動
は
「
断

罪
」
し
「
占
領
」
し
た
米
国

批
判
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

し
て
「
鬼
畜
米
英
」
と
の
戦

い
で
「
英
霊
」
と
な
っ
た
加

害
者
た
ち
を
奉
る
神
社
に
、

多
く
の
閣
僚
が
参
拝
し
、
史

上
最
多
の
１
６
８
国
会
議
員

が
集
団
参
拝
を
挙
行
し
た
。

取
り
上
げ
る
の
も
噴
飯
も
の

ら
、
捕
手
役
な
ら「
保
守
」政

治
家
だ
か
ら
、
と
ダ
ジ
ャ
レ

に
も
な
ろ
う
が
、
な
ぜ
球
審

で
、
し
か
も
ど
う
し
て
巨
人

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
か
。
背
番

号
を
利
用
し
て
96
を
見
せ
た

か
っ
た
と
し
か
思
え
な
い

が
、
あ
ろ
う
こ

と
か
巨
人
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
て
そ
の
背
番

号
が
96
。
巨
人

軍
に
は
背
番
号

96
番
の
現
役
選

手
、
台
湾
出
身

の
投
手
リ
ン
・

イ
ー
・
ハ
ウ
が

い
る
が
、
彼
も

の
け
ぞ
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
投

手
役
な
ら
自
民

党「
党
首
」だ
か

　

安
倍
改
憲
路
線
は
調
子
に

乗
り
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
連
載
の
第
１
回

で
取
り
上
げ
た
、
96
条
改
憲

を
先
行
さ
せ
る
と
い
う
戦
略

が
先
走
っ
て
か
、
４
月
21

日
、
地
元
・
山
口
の
演
説
で

首
相
は
、「
私
は
第
96
代
首

相
、
私
の
手
で
96
条
を
改
正

し
た
い
」
と
調
子
を
上
げ
て

と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
釣
れ
る

で
あ
ろ
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
魚

の
こ
と
を
考
え
釣
具
屋
に
寄

り
、
ト
ラ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん

止
ま
っ
て
い
る
オ
ー
ル
ナ
イ

ト
の
ご
は
ん
屋
で
食
事
を

し
、
車
の
中
で
は
叔
父
が
色

ん
な
話
を
し
て
く
れ
、
ま
る

で
冒
険
旅
行
の
よ
う
な
の
も

の
で
あ
っ
た
。
子
供
心
に
１

分
で
も
寝
て
し
ま
う
の
が
惜

し
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
今

思
え
ば
「
釣
り
に
い
く
こ

釣
り
と
釣
り
に
行
く
こ
と

李　

和
錫
（
平
野
区
）

乱れ始めた「改憲」株
名古屋大学名誉教授　森　英樹

96
条
改
正
先
行
の
旗
降
ろ
し
勝
負

い
た
。
極
め
つ
き
は
５
月
５

日
の
東
京
ド
ー
ム
・
国
民
栄

誉
賞
表
彰
式
。
改
憲
派
メ
デ

ィ
ア
の
読
売
が
仕
掛
け
た
よ

う
だ
が
、
投
手
・
松
井
、
打

者
・
長
嶋
、
捕
手
・
原
に
対

し
球
審
に
扮
し
た
安
倍
首
相

【
条
件
等
】
ご
希
望
の
個
数

分
譲
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

『
歯
科
用
金
属
』

金属名・メーカー 材質・内容量 単価（円）在庫
２WGWASHI
（亀水化学）

白金２％、金15％、パラ25％、
銀42％、銅16％、MP965℃、30㌘入 4万3000 25

ミロシルバー
（GC） 銀65％、錫22％、亜鉛13％、90㌘入 9800 4

KIK
（石福金属）

金86.5％、白金４％、銀0.6％、
パラ８％、５㌘入 3万 3

サンキン・オルトップ
タイプ４　超硬質 　

金69％、白金４％、パラ４％、
銀８％以上、銅12％以上 4万5000 1


